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石巻・気仙沼圏、仙台圏で312施設、さらに県南・県北圏の工事が完了すると、
全県参加施設は５００を超えるネットワークとなります。 

ＭＭＷＩＮによる情報連携に同意した患者さんも、下表のように増加しており、
参加施設で患者さんの情報が実際の臨床で共有される事例も増えています。 

 いよいよ、県内全域にひろがります！ 

 情報連携に同意いただいている患者さんも増えています！ 

★ 仙台市小学校社会科副読本
「わたしたちのまち仙台」に掲載されます。 昨年に続き、今年は、

 仙台市小学校社会科副読本「わたしたちのまち仙台」に、 
 ＭＭＷＩＮみんなのみやぎネットが紹介されます。 

★ ＮＨＫ総合テレビ『ＮＨＫ ニュース おはよう日本』にて、
３月１２日早朝、ＭＭＷＩＮの仕組みが放映されました。
その後、『ＮＨＫ News WEB』で、放映されなかった部分も追加され、
ＭＭＷＩＮが紹介されています。ＵＲＬは下記の通りです。

<http://www3.nhk.or.jp/news/business_tokushu/2015_0313.html>

医療情報連携に加え、万一の災害時に備え、参加施設から、医療情報のバックアップを実施
しています。下表のように、着実に増加しています。 

 災害に備えて医療情報バックアップ、着実に増加しています！ 
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【 患者さんの声 】 

【 ニュース 】 

・ 『XXXXXクリニック』が非参加施設の為、加入に躊躇していましたが、今後参加すること
に期待するとともに仙台圏の「医療センター」にも通院したことがあるので加入しました。
『XXXXXクリニック』が参加施設になることを強く希望。（石巻にて）

情報連携に同意いただいた患者さんの複数施設間での連携実績も増えています。

 施設を超えて情報連携されているケースも増えています！ 

【 参加施設の声 】 
・ 患者さんから、『参加施設一覧』について、頻繁に訊かれる。掲示できないか？

＝＞ ＭＭＷＩＮ通信２月号と共に、配布するとともに、MMWIN のホームページ、
ポータルから参照可能です。 

・ セキュリティーは大丈夫なのか？
＝＞ 関連省庁から発信されている、セキュリティー・ガイドラインに順じ、患者さんの

情報は、堅固に守られています。 
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 更なる 患者さんの加入受付 に向けて
先ず初めに、患者さんの加入を促進していただいている、 
太白区広南病院 医事課佐藤課長に伺ってきました、 
加入申込の受付の仕組みについてご紹介させていただき 
ます。広南病院様では、以前より、スマイルネットを 
使用され、看護師の皆さんも含め、その部分は活用中 
でした。ＭＭＷＩＮの活用については、東北大学病院 
など他施設からの情報の参照促進が期待されます。 
その為にも、外来で来院される患者さんに、ＭＭＷＩＮ 
に加入いただくことが前提で、以下のような流れで 
加入申込受付を実施いただいています。

① 担当医師からＭＭＷＩＮについて、そのねらい、 写真（イ）加入申込対象 札 
仕組について、簡単にご紹介いただきます。

② 患者さんがご興味を示せば、写真（イ）の札を
カルテにはさみます。

③ 会計時、医事課にカルテが回り、スタッフから、
その患者さんに加入申込みについて、説明・受付処理を
実施します。

④ 医事課では、ＭＭＷＩＮから提供されている、パネル
の裏に、写真（ロ）のように、説明担当者が明記 写真（ロ）説明担当者リスト 
されており、３名体制で、患者さんに対応していただ
いています。

⑤ 加入申込が完了すると、カルテに、ＭＭＷＩＮシール
を貼付し、次回、来院した際に、ＭＭＷＩＮ加入済み
であることを提示します。

＞ 情報参照の実例： 
広南病院から、東北大学病院の同意患者さんの情報を参照 

ＭＭＷＩＮシステムの活用が進んでいる参加施設にお邪魔して、伺ってまいりました事柄をご
紹介します。 今後、利活用の事例をどんどんご紹介させていただきます。 
ご協力いただける施設の皆様、是非、お声掛けください。 取材に伺います。 

【 利活用事例 】 
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 更なる 医療連携 に向けて
「仙台医療センターから東北薬科大学病院、もしくは、 
坂総合病院へ転院されるケースがあり、急性期＝回復期の 
医療連携がなされる可能性が高い。また、その際に 
ＭＭＷＩＮシステムを活用する可能性が高い。 
 但し、まだまだ、ＭＭＷＩＮに加入している患者さん 
（加入者）が少な過ぎる。」とのご指摘をいただきました。 
「加入申込・受付をよりスムーズにする為、医療センター 
のホームページから、加入申込書のダウンロードができる 
ようにできないか」とのご質問もいただきました。 

現在、以下のような３つの方法につき、検討しています。 
a) 加入申込書をご提供し、自施設のホームページに

組込んでいただく
b) ＭＭＷＩＮのＨＰにＬＩＮＫし、加入申込書のダウン

ロードと解説が読めるようにする
c) 加入申込フォーム入力用の機能を開発する

ＭＭＷＩＮシステムについても伺いました。 
「まだまだ、『スマイルネット』としてしか活用できていない。スマイルネットで見られる 
情報以外に何が見られるか、また、何が見たいかを考えると、リハビリ情報が見られると 
良い。また、画像が共有できない。転院先で、特に見たいはず。読影レポート（ＰＤＦ）や 
手術所見も欲しい。」とのご指摘を頂きました。 
高解像度の画像共有については、今後の検討機能ですが、現行のＭＭＷＩＮシステムでも 
ＭＭＷＩＮメモ機能を活用して、ＪＰＥＧなら、２～３枚貼付することが可能です。 
加えて、今後の期待、ねらいについて伺いました。 
「今後、遠隔カンファレンスを使ってみたい。但し、会議室（現設置場所）に移動して使う 
のではなく、ＰＣにwebカメラを搭載してつなぐなど、もっと簡単にできないか？」との 
ご意見をいただきましたが、セキュリティーの観点から、現時点では、ＭＭＷＩＮから 
ご提供している機器の接続を前提としたカンファレンスのみ支援しています。 

最後に、「今後、スマイルネット以外にも、ＭＭＷＩＮのネットワーク傘下で稼働する 
システムが増えるだろうが、患者さんの加入は、ＭＭＷＩＮ一本で 同意をとれば、それ
ぞれの同意をとらなくても済むようになると良い」とのご意見を頂きました。検討させて
いただきます。

次に、先生ご自身で、患者さんに加入をお勧めいただいている、 
 仙台医療センター 脳神経外科医長 井上 敬先生にお話を伺いました。 
先生ご自身で、１００名以上の患者さんに加入をお勧めいただいていますが、医療連携の 
必要な機会にMMWINを効率的に活用するために、より多くの一般住民の加入が必要との 
ご指摘も頂戴しました。 

＞ 遠隔カンファレンス利用状況(延べ利用施設数) 
井上先生にも、「今後使ってみたい」と仰っていただいた遠隔ｶﾝﾌｧﾚﾝｽの利用状況です。 

仙台医療センター 脳神経外科医長 
井上 敬先生 


